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康家醸の〈中国語文趣話〉

谷 峰夫・

(Interesting Subjects on Chinese Linguistics ) by Kang Jialong 

Mineo Tani* 

< Interesting Subjects on Chinese Linguistics) (Yunlong Publishing 
Company) written by Kang Jialong illustrates fundamental knowledge of 

Chinese with a lot of vivid examples and valuable suggestions. It may safely be 

said that this is a standard work of its class， so 1 think it is worthy of a pe-

rusal for those connected with Chinese education. The aim of this paper is to 

out1ine the essential features on 19 items of its section I . 
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康家瀧 (KangJialong)は漢語学者として最

近頓に囲内外で注目を浴びているが，ここでは氏

の近著である〈中間語文趣話) (雲龍出版社)を

取り上げてみたい.本番は基本的な事項を扱いな

がらも平械に堕することなく，著者の風格の穆み

出た合蕎ある筆致がふんだんに盛り込んだ恰好の

例えと相候って一種の新鮮味を醗し出している.

正にタイトル通りの興味をヲ|く内容である.其れ

故，漢語研究や教育に携わる者が対象を今一度確

認する意味で読んでも啓発されることが多く，認

識を新たにさせてくれる好著だと信ずる.本書は

大きく〈語雷篇〉と〈言語篇〉の二つから成るが，

ここではそのうちの〈譜言篇〉に収められている

19の項目についてその触りを紹介したい.

(1) 雷額と意思疎通

-昔話は人類にとって唯一ではないが最も重要な

意思疎通手段である.r手勢Jr身勢Jr表情J-
陳望道は〈修辞学発凡〉の中でこれらを「態勢語」

本海上保安大学校 CMaritimeSafety Academy) 

呉大学非常勤講師

と呼んでいる一ーと言った非言語的コミュニケー

ション手段のもつ意味は大きいが，しかしこれら

はあくまで補助的なものに過ぎず，言語に取って

代わることはできない.シェ…クスピアは「沈黙

の中に言葉があり，ポーズの中に普葉かつ存在する」

と書いていて非設語的コミュニケ…ションの重要

性に普及しているが，然りとてこれが言語そのも

のに優るというわけではない陶

-雷語を確実なものにして身に付けておくことと

それを用いる場を心得ていることは…人の人生を

成功に導く鍵となり得るが その逆の場合は失敗

を招くことにもなりかねず，営諸に対する姿勢は

真撃かつ慎重であらねばならない.四漢の鄭揚の

場合は前者の成功例であり 唐代の詩人孟浩然の

場合は後者の失敗例である.また，昔話に対する

知識を豊富に有していることで問題を手際よく処

理できることもある.その例としては察文姫の〈

胡筋十八拍〉における「拍」をどう解釈するかに

ついて学界では多くの説があったが，郭沫若は豊
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官な替諦知識を駆使して「拍Jは「首Jの意であ

ると証明し，この問題を解決してみせた場合を挙

げている.

-今や雷語研究は替語学自身の境界を突き破り，

他の科学領域にまで入り込んでいるのが実情であ

り，他の科学の発展にとって嘗語研究の果たす役

割には計り知れないものがある.

(2) 嘗簡と符号

. r避隷jとは韓を避けることである.例えば，
業の始皇帯は名が政であったのでこれと形が近く

て背が同じ正の学を使った「正月Jは「端月Jに
改められたし，漢の光武帝は劉秀という姓名だっ

たので漢代の人は「秀才Jのことを「茂才Jと言っ

たのがそうである.更には 宋の真宗は趣恒とい

う姓名だったことから「姐蛾Jは「綿蛾Jと改め

られたし，清朝の宣統帝の時には北京の故宮の

「笠武門Jが「神武門Jとなったことがそうであ

る.だが，雷語は…種の符号に過ぎず，符号とそ

れが指すものとの間に本来必然性はないわけであ

るから韓を避けるということは無意味である.

-替語符号は形式(音の符号)と内容(語義)の

一つから成る結合体である.これはソシュールの

う酸素と水素から成る水に例えることができ，

表と裏から成る紙に例えることができる.シェー

クスピアはロミオの口を借りて「パラはたとえ名

称が変わったとしてもその番しさに変わりはないJ
と替っているが，替諦における背識の結合の任意

性は正にこの雷葉に示されている通りであり，ぞ

れが長く使われているうちに習わしとなるのであ

る.

-任意性の産物としての首緒符号も人々の実際生

活に入るとそれ自体強制力をもつようになり，当

初の任意性に誤りがあることが分かつでもなおか

つ頑聞にこの任意性を守り通そうとする.例えば，

孟子は「心之官則思Jと言って人は心で思惟する

と説いたが，この認識は実際に合わず誤ったもの

であるにもかかわらず独り歩きして今日でも f心

恩(窓際想，明上就宏、庶説。Jとか「読書不用心，

老是貧坑。Jとか「屑顕一敏計上心来。Jのように

用いられているが如きがそうである.

-詩語は音，義，詩嚢及び文法の四つの要素から

成るが，これら各要素が連係し合い，対立し合い，

区別し合い，制約し合う中で組織だった厳密な体

系が形成される.そしてこの体系性は各種の層・

級及び縦横に交錯する制約関係として表現される

のである.因みに騰は戚腐と上層から成るが，そ

の成層には膏の大小単位と語義の大小単位が含ま

れ，上層には第一級(諦索)・第二級(詞)・第三

級(旬子)という三つの級が含まれている.

(3) 共通語

.現代漢詩の共通語である普通話は北京商音を標

準膏とし，北方諾を基礎方雷とし，典型的な現代

白話文の著作を文法の規範とするものである.

-普通話は北方方替を基礎に発展したものではあ

るが，北方方替と問等だと替うわけではなく，一

部の鰭換を他の方脅から吸収したものもある.例

えば，福建語から吸収したものに「龍眼Jr台風J
などがあり，四川語から吸収したものに「捕J

r過硬Jr要得Jなどがあり，上梅掛から吸収した
ものに「雄枕Jr名堂Jr水汀Jr場三Jr嶋顕Jな
どがあるといった具合である.一方，北方方替の

中の語難であまりに卑俗なものは普通話に取り込

まれなかった.例えば， r老陽児Jr話匝子Jr取
燈児Jr嚇嗣Jr撒Y子Jr概投Jr鵬榔Jなどがそ
うで，これらは普通話ではそれぞれ「太陽Jr留
声機Jr火柴Jr閑談Jr胸Jr乱吃Jr崎艇Jとな

る.また，北京識と普通話はしばしば混同される

が，両者は完全に同じだと言うわけではない.い

ま発音を取り上げた場合，北京語特有の靴りは普

通話から排除されている.例えば，北京簡にあっ

ては「太好了Jr不昔話Jr暖和Jr底下jのそれぞ、

れの発膏は rtuihゑoleJ rbu yuanyiJ r nanghuoJ 
r dixie Jとなるが，これらは普通商の発音では
ない.

-普通話を押し広めるということは各地に存在す

る方言を消滅させることと問義ではない.方言に

は方脅の良さがあり，情況によっては普通話で代

替できない役割を果たし得るからであり，方雷の
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もつ価値を抹殺することはできない.作家の李準

はく郷音〉という一文の中で「郷音J(御聞こと

ば)を「親切的J(親しみがあり)， r熱乎乎的J
(温かく)， r甜滋滋的J(甘美で).r泌人心牌的J
(深く心に染み込み)， r質横態厚的J(飾り気がな
く)， r難以忘懐的J(忘れ難く)， r美妙動聴的J
(人を引き付ける)と表現しているが，ガ替のも

っこのような側面を積極的に評価しつつ方雷と共

通語の関係を正しく認識することが必要であり，

その上で共通語の発展が図られることか望ましい.

(4 )漢語方震学

-漢語の方替をみてみるとそこには社会的生産生

活や文化の様相が色濃く反映されている語があっ

て大変興味を引く.いまそのいくつかを挙げると，

①方替の地名詞にその地の生産生活の特徴が反

映されている場合.例えば，補建省には「破」

「棚Jの付く地名が多く存椛するが， これは

古代からその地が胸磁器の生産と深く関わっ

ていたことを物語っている.また，福建省平

i軍県には「砲Jの付く地名があるが，この

「樋」は石を築き上げ塀状にしたもので潮の

満ち引きを利用して漁をするための一種の建

造物を意味しており，そこが漁業を生業とす

る地であることを示している.

①所変われば指すものが変わり，生活との密接

度が窺える場合.例えば，木炭で暖を取る中

閣の南の山間部では「炭Jと替えば「木炭J

を指すが，これが山商省になると「炭Jは

「木炭Jではなく「煤炭jを指すというよう

に変わる.しかも山西省では「煤炭Jが人々

の生活に深く入り込んでおり， r集炭Jr希炭」
「叢炭Jr摺炭Jr炭塊Jr炭塊塊Jの如く細分
イtをみている.

③方脅からある地の地形の特徴がみてとれる場

合.例えば，台湾には f荷Jr挟/攻Jr坑J
の字が付いた地名が多数存在するが， r掃J
は付近の平野部よりやや高い小さな丘を，

r挟/吹Jは川岸や渓谷の崖に近い場所を，
「坑Jは山地や丘陵地の小さな谷で水が流れ
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ているところをそれぞれ意味しているという

具合である.

④中国に古くからある陰陽思想が地名に反映さ

れている場合.r陰陽Jの「陽Jは山の南，
水の北を指すが，一方「除」は山の北，水の

南を指す.この知識があれば例えば，衡陽は

衡山南部の都市であり，洛陽は洛水の北にあ

る都市だということ，また，華陰は華山の北

にあり，准陰は准水の南にあるという地理的

概況を知ることができる.

①方替にその地の文化的側聞が反映されている

場合.例えば，湖南省暢陽臨湘…帯では親族

の呼称に特異な現象がみられ，父も母も「岱J

と呼ぴ，祖父も祖母も「参Jと呼ぶ.同様に，

兄も姉も f帯寄」であり，弟も妹も「老弟J

であり，おじもおばも「細爺」だという具合

である.男女の区別がどうしても必要な時に

限ってそれぞれの時の前に「大/細Jを付け

るわけで，その場合父は「大筒J.母は「細
管Jのようになる.この現象から男草女卑の

観念がこの地域で極度に強いことが容易に理

解できるわけである.

-方脅からその方言区に住む人々の心理状態を窺

うこともできる.例えば どの方言にもある忌詞

を取り上げた場合，甲の地域では忌詞であっても

乙の地域ではそうでないということがあるが，こ

れは地域聞における人々の心理的な差異だと考え

ることができる.具体例を示すと，広州では「猪

舌Jを「猪馴Jと雷い， r紙瓜Jを「勝瓜jと
うが，これは前者にあっては「猪舌Jの「舌Jと

「折本Jの「折」が同音であり縁組が惑いのでこ

れを避けたわけだし，後者にあっては「綿瓜」の

「綜Jと「輸Jの背が近いことからこれまた縁起

がよくないということで忌み嫌ったのである.ま

た，広州諸では「空屋Jのことを「古屋Jと言う
のも「空Jと「凶」が同音で不吉であることに由

来している.吏に別の例を挙げれば， r妙掻」と
いう語は黒龍江省のある地域にあっては性行為を

連想させるためにタブーであるし， r大喜子Jとい
う語は山東省西南地区ではこの地域から出た尻軽
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秦の夫である武大郎を想起させるということで他

人が自分を「大寄」と呼ぶのを忌み嫌うという現

象がある.

-方言を学留し研究することは古漢詩を読む際の

手助けとなる.と言うのも方曹には古j英語の痕跡

を残すものが少なからず存在するからである.例

えば，李白の詩の〈遇蓮池隠者〉には「歎息阿客

鳥，俳佃呉越間Jという句があるが，この中の

「客鳥Jは古語で現代普通話にはないものである.

ところが閥南方替にはこの語がまだ残っており

「審鵠Jを指すことが明らかになっている.また，

〈賀商廟・巻三・紅羅襖曲〉には「暢好台抜，挙

止没俗態Jという件りがあるが，ここに出て来る
「台抜Jは事行健の方言調査の結果河北方言にみ

られる語で r上品なおっとりしたさまJを意味す
ることが確認されている.

-漢詩方言学は七大方雷区，つまり北方方雷区・

呉方吉区・湘方吉区.~導方言区・間方言区・客家

方言区・韓方言区を研究対象とするが，この大方

雷区の下には「区Jが， r区Jの下には「片Jが，
「片」の下には「小片Jが，更にその下には最小

の単位である方言点があるというように細分化さ

れる.また，研究方法からみた場合， r描写方苦
学Jr歴史方哲学Jr方宮地理学Jの三つに分ける
というのが一般的である.漢語方言の実態は各種

の研究によって徐徐に解明されてはいるが全体像

を把握するまでの道は速いというのが現状で，未

解決の問題は少なくない.

(5) 音節の分析

-漢詩の音節の分析法にはこ通りある.その一つ

は，音節を戸母，韻母，声調の三つの部分に分け

る方法である.もう一つは，音節を元音と輔音に

分ける方法である.普通話には10の単元音と22の

輔音があるが， (漢語排音方案〉にあって 6つの

字母 (a，0， e， i， u，込)で代表させているも

のが10の単元背であり， 21の声母と後鼻音ngに

相当するのが22の輔背ということになる.

・中国の映聞芸術の世界で活躍する孫道臨はシャッ

ターを切る時に出演者の映りをよくするために

f茄子 (qiらzi)Jの二字を連時することにしてい
るが，これは音節の分析が我々の日常生活に活か

されている一つの好例だと替える.r茄子Jの
「茄 (qiら)Jの韻母leは斉歯呼に属するため発音

の際に歯が少し覗くし， r子(幻)Jの韻母幽i( ? ) 
は開口呼に属するため発音の際に上下の容が平行

状態で口元カ涜右に開くので晴子」を続けて言

うことにより口と歯が顔の表情を生き生きさせる

作用を果たすというものである.

(6) 皮切餅音法

. 1育代の小説〈鏡花縁〉に学をひけらかす老秀才

が女性に冷やかされる場面があるが，そこで効果

的に用いられているのが反切という方法である.

その女性は聞いに真っ当な答えが出来ない老秀才

を前にしてきながら「間道於盲Jだと感ずるが，
これをそのまま口にするのではなく， r呉郡大老
情閥満盈Jと言って相手を郷撤しているのであり，
皮切が巧みに使われている.つまり， r呉郡Jr大
老Jr街閥Jr満盈Jはそれぞれ「問Jr道Jr於J
「盲Jの反切だというわけである.

-皮切は古人が音を綴る方法として用いたもので，

その起源は漢末にまで遡ることができる.具体的

にはこつの漢字を綴って全く別の漢字の膏を示す

わけだが，このニつの漢字のことを反切学と雷い，

先に来る方を反切上字，後に来る方を反切下字と

時んでいる.一方，膏を知りたい漢字は被切字と

雷い，反切上学の声母と反切下学の韻母及び声調

を取って被切学の音がホされるという形をとる.

・反切には三つの欠点がある.即ち，①漢字で漢

字の背を示すことには限界があるという点.一定

量の漢字に対する知識をもっていることが前提に

なっており，民切上字及び反切下字を知らなけれ

ば反切は全く意味をなさないからである.@皮切

にあっては上学から韻母及び声調を，下学から戸

母をそれぞれ取り去った後でそれらを繋ぎ合わせ

るという作業をすることになり，これが結構厄介

だという点.③反切上宇及び反切下字の字膏は古

音によるものであり 現代背によるものではない

ので反切の理解のためには音韻学の知識をもって
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いなければならないという点.

(7) 漢字の性質

-象形・指事・会意・形声・転注・仮借を漢字の

六番と首うが，このうち表意を形成するのは前の

四つである.

-会意の中には実際を反映していないものも見ら

れる.例えば，鹿と牛では行動が素早い点では鹿

が牛に優り，体の大きさでは牛が鹿の上をゆくが，

字を造る際にはこれが逆になっている.つまり，

f梓Jという字は‘奔'の意になってしまってい

るが，本来なら「品Jという字こそ‘奔'の意に
相応しいと言えるし， r，&Jという字が‘粗'の
意になqてしまっているが，本来なら「梓Jとい

う字こそ‘粗'の意に相応しいと言える.

-形声宇は現在通用している漢字の約90%を市め

ているのでこれを学習することは大変重要な意味

をもっ. この形声宇は「形符J(表意成分)と

「声符J(表音成分)から成り，純然たる表意のみ
という点を突破したことで大量の字を造ることに

大いなる質献があった.しかし，形声字の「声符J

自身も表意であり，その意味で純粋な表音符号で

はないし，形戸字の中には「戸符Jそのものが形

戸学?あるというのがあったり，東にはどの形声

字かで同ーのものが「声符Jになったり「形符J
になったりといった具合であり，総じて形南学は

表意の枠組みから完全に脱してはいないと替える.

(8) 形戸字

・形声字における「形符」で事物の横類・所属が

訴されるが，これには人聞の認識が大いに関係し

ている.ただ，現代人の認識と古代人のそれとが

必ずしも一致するとは限らず，ずれや違いがある

場合には[形符」の表す意が現代では最早消え失

せてしまっていると考えてよい.例えば， r験J
は本来は馬の名であるが現在では「証験Jの意

で用いられており， r馬Jには既に意味はない.
また， r形符Jの中には古代人の事物に対する認
識の誤りがそっくり反映されていて注意しでかか

らねばならないものもある.例えば， r鮫鯉J(セ
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ンザンコウ)については「形符」が「魚」になっ

ているが，これはセンザンコウが魚のような鱗を

もっているので古代人がそれを魚類に入れてしまっ

たのだと思われる.もう一つ例を挙げれば， r車工J
が虫備なのは般代の人がそれを雨後に現れる龍

(龍は蛇に通ず)だと考えたことによるもので，

これまた現代人の認識からすれば誤ったものであ

る.

-形声字における「声符Jの中には近似音しか表

し得ないものもあり，二つのケースが存在する.

その一つは声母が同じ「双声Jで，もう一つは韻
母が同じ「畳韻Jである.前者にあっては例えば

「杯Jという字がそうで，声符の「不Jは「杯J
と声母bを共有するといった場合であり，後者に

あっては例えば「胡」という字がそうで，声符の

「古Jは「胡Jと韻母 U を共有するといった場合
である.ところで，音符の表す古音についてであ

るが，これは現代音と違っていることが少なくな

いので注意が必要である.例えば， r江Jという
字は声符が「工Jで，古音にあっては「工Jと
「江」の声母がともに gだ、ったのが現代普通話で

は「工Jが「江Jの声母を表きなくなっているか
らである.

-形戸字の中にはどれが形符でどれが戸符か人に

より認識が異なるものがある.例えば， r錦Jと
いう字がそうで， r金Jが声符だと苦う点は一致
しているものの形符については「吊Jがそうだと

する人と「金Jr吊Jともにそうだとする人がい
るのである.

-形戸学における形符と声符の組み合わせには一

定の規律があり，一形一声の場合は6通りの組み

合わせ一左形右声・左声右形・上形下戸・上戸

下形・内形外声・内声外形ーが存粧する.なお，

一形一戸以外にこ形一戸や多形一声があるが，と

もあれ形声字の形符と声符を正確に認識するには

漢宇の形の変避に関する知識を豊かにすることが

是非とも必要になってくる.

(9) 正字法

. r錯別字(誤字・当て字)Jを番かないために
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は字形・字音・字義の三点に投意しなければなら

ない.

-字形については形の似たものが多いので区別す

る必要がある.例えばt r厳弱jの一宇目は「蹴」
ではないし t r鰍然不語Jの…字日は f赦Jでは
ない.また t r修茸一新Jr草菅人命Jの二字目は
それぞれ f茸Jr管」ではないので気を付けなけ
ればならない.形の似た字を覚えるには順口溜や

助記附雷法を活用するのも一つの手である.例え

ば， r成一成一戊ー戎Jを覚える場合は「成横，
成点，戊空心，戎是一個十字形。Jという順口溜
を知っていると便利だし tr燥一操jを覚える場
合は「乾燥起火，急繰除脚。Jという助記附言法
を活用すると効果的である.

-字音については音の近い字が多いのでこの点注

意を要する.特に漢字の中で圧倒的多数を占める

形声学についてはその声符が古今で音に変化があ

り，現代の宇音を正確に反映したものでないにも

関わらず声符を字音分別の標識にし，それが誤字

や当て字を生むことに繋がっているため要注意で

ある.なお，方替との絡みで替えば普通話をしっ

かり学ぶことも正字を書く上で大変重要である.

例えば，広東方雷区の人にあっては「無Jと「不J
を区別しないので， r選無光彩Jや「不難看出J
と書くべきところをそれぞれ「嘉不光彩Jや「無

難看出jと書いてしまうし，また，江西省のある

方替区にあっては「最Jと「碍jを区別しないた
めに「最後一次Jとすべきところを「再後一次J
としてしまうのがそうであり，これらは普通話の

マスタ…で克服できるところのことである.

-字義に通じていて識の差異に明るいことも誤字

や当て字の防止に繋がるが，これには形芦字の形

符に関する知識も当然合まれる.例えば， r~震J

と「瞭」のニ字を取り上げると tr寒臨」の「瞳J
は形符が f日Jで「温暖Jの意であるのに対し，
r喧嘩Jの「喧Jは形符が「口Jで「声が大きいJ
の意であるという違いがある.

OO) 語義

・英語の rwest windJと中国語の「西風Jとを

等価として拠えることはできない.何故なら前者

の rwest windJは英国という地理上の位置関係
から温暖で生気を苧b風であるのに対し，後者の

「西風jは「昨夜間風凋摺樹Jのそれであるから

だ.ぞれ故，中間人の f西風jに対する感性及び

認識で以て英国人の雷う rwest windJを捉えよ
うとすることが如何に間違っているかが分かろう

というものである.同様にして，シェ…クスピア

の〈真夏の夜の夢) (中国語では〈仲夏之夢)) 

からも窺い知れるように英国人の描く真夏は爽や

かで心地好く薄い-t!-タ…を着ることさえあると

いうものだが，それに対し中国の南の読者が「仲

夏Jという語から受けるのは武漢や南京の如き情
け容赦のない酷暑なのであって，そこには詩的な

ものが入り込む余地は全く存在しないという遭い

がある.このような例からも分かるように一つ一

つの語の背景になっている脅語環境を抜きにして

その諾の真の把撮はあり得ないのである.

-人間の認識の深まりとともに語義も発展・変化

するが，その主たるパターンとしては次の四つが

ある.

①鰭義の深化:語義の適用対象は不変であるが，

対象の特徴付けに深化がみられる場合.例え

ば「土Jを取り上げると〈説文解字〉では
「地之吐生物者也。Jとなっているだけである
が，これが〈現代漢語調典〉になると「地球

表面的一層疎想的物質，由各種頼粒状鉱物質、

有機物質、水分、空気、微生物等組成，能生

長植物。Jというように語義に深化がみられ

る.

②語義の拡大:ある詞の概括する範聞が広がる

か，もしくは原義に新義が加わるといった場

合.例えば， r河Jr江Jは古代にあってはそ
れぞれ「黄河Jr長紅Jを指すのみであった
い「洗」は古くは「足を洗うJを意味する
だけであったのが現代ではその範囲が相当に

広がっている.またt r尖端Jは「とがった
端」を原義とするが，現代ではこれに「最も

先進的な科学技術Jという新義が加わってい
る.
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③語義の縮小:語義の概括範囲が小さくなるか，

もしくは語義項目が減少するといった場合.

例えば.r学者Jはもとは「学ぶ人Jであっ
たのが現代では「学術上一定の成果のある人」

に狭まっているし， r結婚Jは元来「男女が
夫婦になるJことと「国家聞で縁戚関係を結

ぶ」ことの両方を意味することができたのが

現代では前者のみになっている.また， r営
業Jはもと f民衆の生計Jを意味したのが今
では経営業務のみに絞られている.

④語義の転移:語義の対象が甲から乙に転じ，

転移後の変義が原義との間で類属関係にある

場合.例えば， r兵」は古代では「兵器」を
意味したのが現代では「軍人・戦士Jを指し，

「行李Jは古くは「両岡聞を行き来する使者」
であったのが今は「外出時に携帯する荷物J

になっているというようなケ}スである.

。1) 語義の暖昧性
-語義の中心部は明確であっても周辺部がぼやけ

ているという場合は少なくない.同一諸に対して

人により理解のずれが生じるのもこの点に起悶し

ている.

f人々は昔話運用の中で言葉の峻昧性の存在を

許しているJといつのはポーランドの Adam

Schaffの替であるが，峻昧性を内包する諾を多

く用いても情報伝達やコミュニケ}ションが妨げ

られないのは人間の脳にそれらをうまく処理する

機能が組み込まれているからである.

-漢詩における「模糊Jは「合糊Jとは異なり，

方向性と明確性を内包しており， r精確」に対し
て「模糊Jなのであって伸縮性・概括性・抽象性

を備えている.言語を表層面で捉えた場合明確で

あっても深層面では「模糊Jだということが実際

の言語生活では多々あるのである.

-ある昔話形式で対象となるべき内容が抜け落ち

て語義だけが生きているという現象を諦義の遊離

と呼んでいるが，音を過して意味だけを理解し，

対象の内容まで理解していなくてもコミュニケ}

ションにおいて決定的な問題が生じないのは語義
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の遊離がプラスに作用しているからである.

(12) 多義語

・多義語とは一つの諾音形式で多くの関連する義

に跨っている詞であり， r打Jはその代表例であ
る.ここで注意せねばならないのは，識と義の聞

に何ら関連性を有しないものは多義語ではないの

で区別しでかからねばならないということである.

・多義諸には必ず中心となる義があり，これが義

の基礎を為すわけで，他の義はこれから派生した

ものである.中心となる義は吏に本義と基本義の

ごつに分かれるが，前者は文献上の記載にみられ

る最初の義であり，後者は現代常用する最も主要

な義である.

-中心となる義(本義・基本義)から派生や比輸

によって形成される義が転義である.

(a) 旅生による場合

〔その 1)中心となる義から放射状に新義が派

生するケース.例えば.r薄」がこ
れに相当し，関示すれば以下のよう

になる(①が中心となる義，②~⑤

は①からの派生議). 

⑤味道不濃 ②情意軽

¥¥ノ
①不厚

/¥  
④貧婿 ①分量軽

〔その2)中心となる義から派生義が生まれ，

この派生義から東に別の派生義が生

まれるケ…ス.

( 2 -1 )連鎖状になるもの:例えば.r寒惨J
がこれに相当し，図示すれば以下の

ようになる(①が中心となる義，②

は①からの派生義，③は②からの派

生義). 
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①醜随、難看

②妥験、不体問

③識笑、掲人短処使之失去体面

( 2 -2 )連鎖状と放射状の結合になるもの:

例えば.r分Jがこれに相当し，図
示すれば以下のようになる(①が中

心となる義，②及び'@は①からの派

生義，④は①からの派生義). 

②排別

/ 
①分開、区別開

¥ 
③区分間成的相等部分

④長度、地積、重量、幣制、時間

等単位名称

(b) 比喰による場合

事物申を指す中心義が比町議の働きによって事

物乙を指す新義になるケ…ス.例えば.r釘子」
が比輸の働きによって「磁釘子Jという用い方
をされるのはこれに相当する.

(13) 同音輿義簡

-同音異義語とは音が同じで義が異なる一組の簡

であり，現代棋譜にあっては詞の総数の約10%を

占めるという林杏光の統計がある.同音異義語は

異形同音異義語と同形同音異義語の二種類に分け

ることができるが前者にあっては「依ー少十J

の「一」と「十」にそれぞれ「衣Jと「食Jを充

てるような例がそうであり，後者にあっては方向

とモノの両方を示す「東西Jのような例がそうで
ある.ここで一つ注意しておかなければならない

のは同形同音異義語は意味的に全く関連性がない

という点で多義語とは瀧うということである.

-同音異義語はその運用面で我々の生活の多方面

に浸透しており，ここでその例をいくつか挙げて

みることにする.

〔例1)客を送別するのに柳の枝を折るという漢

代からの風習があるが，これは「柳Jと
「留J(引き留める)が問音であることによ

るものである.

〔例2)北京の人は客をもてなすに梨を出さない

が，これは「梨Jが「離」に通じると考え
ることによるものである.

〔例3)山東の人は婚礼に好んで「紅擬花生J

(アカナツメラッカセイ)を贈るが， これ

は「諜Jと「早Jが同音で早く子宝に恵ま
れるよう願つてのことである.

〔例4)杭州の人はお年寄りの誕生祝いに「鐘」

(大きく重い時計)を贈ることを忌み嫌う

が，これは「滋錨」が「送終J(人の死を

看取る)と問音であることによる.

〔例 5)旧時科挙の試験を受ける者に肉親は「筆，

定勝樵，綜子Jの三品を贈ったが，これは

「筆定樵綜Jが「必定高中Jと問音である
ことによる.

〔例6)刺繍品の中では「煽蛸Jと「鹿Jが題材
として最も広く取り入れられているが，こ

れは「幅Jと「福J.r鹿Jと「禄Jがそれ
ぞれ同音であることによる.

〔例7)香港では家を購入するのに8階や18階の

ユニットが買えたらたとえ大金を注ぎ込ん

だとしても割に合うと考えられているが，

これは8が「発J(発財につながる)と膏

が近く.18が「実発J(一定会発財につな
がる)とこれまた背が近いのでともに縁起

がよいからである.

。骨髄鵠の分析

・事物の複雑に錯綜した様はそのまま醤諸にも反

映されるが，とりわけ語の個性化につながる側面

は替諾の基本を成すものであり十分注意して扱う

必要がある.例えば.r両日で見るJを取り上げ
れば，これに相当する漢語としては以下の如きも

のがあってそれぞれのもつ側性的な側面によりい

くつかの区別が可能である.
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一般的な見る……着、礁、鰍、視、過目、看到、

見到etc.

遠くを見る……噛仰、噛望、仰望、仰視

下を見る……搬、鳥服、情視、術鰍

周りを見る……願粉、強盟、回顧、環視、掃視

こゥそり見る……脱、窺視、窺探、偵察

気持ちを集中して見る……町、摘、住視、監視、

凝視、逼視、鵬目

怒りの気持ちで見る……眠、眠、院、怒視

斜めにして見る……脱、斜視、側目

ちらつと見る……際、瞥、湖覧

くわしく見る……察、察着、観察、審視、洞察、

打量、端詳

その他特殊な見る……押見、晋見、接見、召見、

参観、検閲、閲覧、博覧、

目撃etc.

-語義は通常次の①~③の聞から分析を行う.

①語義の範聞を分析:ここで雷う範聞とは語義

が概括するところの対象の範囲である.名調

に対してはとりわけこの分析が重要になって

くる.例えば， r局間Jと「場面j，r時代J
と「時期j，r品質」と「品行j，r車両Jと
「車Jのそれぞれにあっては前の語が後の語

より範囲が広いというのがそれである.

②語畿の軽重を分析:ここで言う軽重とは語義

が概括するところの対象における性質・性状

面の程度である.動詞・形容詞・副詞に対し

てはとりわけこの分析が重要になってくる.

例えば， r損壊Jと「致壊j，r請求Jと「懇
求j，r主要Jと「首要j，r優良」と「優興j，
f幾乎Jと「簡直Jのそれぞれにあっては前

の諾が軽く，後の諦が重いというのがそれで

ある.

③語義の適応環境を分析:ある語義が別の語義

との聞で結合関係が築けるかどうかを言う.

例えば， r預告」は「天気」ゃ「災情Jとは
非結合であり， r天気預告」とか「災情預告J
とは言わないというのがそれである. また，

「青Jと「緑jを例にとれば， ともに同じ色

を表すにも関わらず山は「青Jで，水は「緑J
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で形容するし，枚は「背Jで，葉は「緑Jで
形容するのが普通で，その逆は一般的でない

というのがそれである.

(1時語順

. i:英語は語形変化をもたぬ非形態管諦であり，文

法の決め手となるのは語順である.この語順には

一定のルールというものがあり，自由に位置を換

えることはできないが，時としてある種の諦用効

果を出すためにこのルールが破られる場合がある.

例えば，王之換の詩〈設鶴鵠楼〉の中にある一旬

「黄河入海流jは普通なら「黄河流入海Jとすべ

きところだが，人に訴える効果という点から語順

が入れ替わったケースである.

-漢詩において普通の語順とは異なったものを生

み出す原悶としては次の①~③が考えられる.

①思維上の論理的要困による場合:イギリスの

科学史家 Needham，Josephは中国人の弁

証法的論理に優れている点を指摘しているが，

このことは漢語の語順にも反映されており，

普通とは異なる様相を虫する原悶になってい

る.例としては，

「学而不思則岡，思而不学則殆。J

「倍音不美，英首不信。J

「難者不会，会者不難。」

「疑人不用，用人不疑。」

を挙げることができる.

③心理的要因による場合:美的感覚が作用した

り心理活動が知実に映し出されるケースであ

る.例えば， r電影制片廠」を取り上げると，
これは意味からすれば「制龍影片廠Jとする

方がふさわしいのであるが，リズムの点で4

十 1(もしくは 1+ 3十 1)は落ち着きが悪

く， 2 + 3 (もしくは2+2+1)のリズム

になる「電影制片廠」の方がバランスが取れ

ていてはるかに口調がよいというわけである.

別の例を見てみよう.滑然の〈艶陽天〉に

「鶏不時了，狗不叫了，孫子不突了，女人不

笑了，人人都像煽了架，妥了魂，一戸長嘆接

着一戸長嘆。Jという件があるが， 部と
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"vv""v'部で作者がこのような語順にしたのはそ

れなりの理由があってのことであり，それを

簡潔に記すと，先ず一部については四字，

四字，五字，五宇と配して調子を整え， rll4 J 
と「笑Jをそれぞれ二番目と四番目にもって

きて韻を踏み， r時Jr叫Jr央Jr笑」という
並びでく平〉から〈灰〉へという変化を示し

災難に遭った人々の気持ちの落ち込みと合致

させようとしているのである.また，山一部

については先に〈灰>，後に〈平〉というよ

うに一部とは逆の並びにしており，文が単

調になるのを避ける意闘が働いているのであ

る.

③情感を要悶とする場合:感情の高ぶりは尋常

の語順に従った表現を嫌うものである.例え

ば， r阿明，止歩リなら普通の表現だが，
際疾いところで危険を問避させたいような場

合は「止歩!阿明!Jと誘うが如きである.

また，辛棄疾の〈摸魚児〉にみられる「吏能

消幾番風雨?勿勿春又帰去。Jという表現も

一般の語順を倒置したものであるが，これは

政治的に抑肢を受けている作者の憤瀬の情が

成せるわざで情感を嬰因としている.

(16) 岐義

・岐義とは…つの文に存在する二つ以上の解釈を

うが，これはスム}ズなコミュニケーションを

妨げ，誤解を招く原閣になりやすく，またたとえ

誤解に歪らなくとも如何に解釈するかで人を不必

要に悩ませることになるので瀧けることが賢明で

ある.

・よく見られる岐義のケ…スとしては以下のもの

がある.

①文中に多義語が含まれている場合:例えば，

「諦悠告訴我，忽様開始写作最好?Jと尋ね
られた作家が「通常是由左往右写。Jと答え

た場合，決して相手を満足させる答えにはなっ

ていないもののかと言って間違った答えだと

いうわけでもない.これは質問文に「開始」

という多義語が合まれていることに起悶する.

②文中に多義構造が含まれている場合:

a.単文の場合:例えば， r我夜道児唾不好。」
という単文は「我 11在遺児唾不好。」と分

析できるし， r我在遺児嶋 11不好。Jとも分
析できる.

b.複文の場合:例えば， r妻賢夫事順，子
孝父心覚。Jという複文は， r妻賢， (訪)
夫事順;子孝，一父心覚。Jのように解

(撤列)

釈すれば強列複文となるし，また， r妻賢，
Z)夫事順;子掌，お)父心寛。Jのよう
に解釈すれば仮定複文となる.

-岐義に関しては次の二点に注意することが必要

である.

@雷語環境を絶えず念頭に慣き，正確に詩を用

いること.修飾制限詞が是非欠かせないとこ

ろではこれを落とさないこと.

⑪局次分析法は岐義を見分ける有効な手段とな

るからこれを大いに活用すること.

(1司文成分の省略

-口頭による場合であれ，書面による場合であれ，

言わずとも自明の成分はしばしば省略し昔話を簡

潔なものにしようとするが，省略に際しでは次の

ニつの条件が満たされなければならない.

①文の前後や話の環境を離れては意味がはっき

りしないもので，一定の語を補ってはじめて

意味するところが明確になること.

②補う語が想定でき，しかもそれが一種類しか

ないこと.

・文成分の省略には二種頼ある.その一つは前文

で出ているものを後文において省略するく承前省〉

であり，もう一つは後文にすぐ現れるものを前文

において省略する〈蒙後省〉である.

-ある織の成分を省略した文と非主述文とは性格

が異なり区別しでかかる必要がある.非主述文と

脅うのは，

(a)上課了!

(b)多快勝!

(c)好!

(d)飛機!
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のように詞だけからなる文や主述調組以外の詞組

から成る文である.成分省略文と非主述文につい

ては次の(1)@二つの点に留意しなければならない.

@明確でまとまった意味を表すためには省略文

の場合一定の話の環境が必要になるが，非主

述文の場合は特定の首諦環境を必要としない.

⑪省略文にあっては省略している主語は明確に

想定できるが，非主述文にあっては主語が存

砲しないか或いは主語を補う必要性が全くな

し五

-文成分の省略と文成分の欠落は異なるものであ

る.文成分の欠落とは省略条件に合わない省略で

あり，欠くべからさるものを欠色意味が通じず，

文の誤りを招く現象を震う.文成分の欠落の主た

る原因としては以下のものが考えられる.

④介調や「中Jr棚上Jr下」等の乱用により主語
が状時に変わってしまい主語の欠落を招いて

いる場合.例えば，

*経渦造次講課，対大家的啓発彼大.

*在道場不大不小的風波中，使我情出γ一個

深刻的道理.

がそうであり，下線部を取り去れば正しい文とな

る.

⑥文が比較的長く，最初に出現した主語がどう

であるかを説明しないまま次の主語に移って

しまい，最初の主語に対する述語の欠落を招

いている場合.例えば，

指他対工作認真負寅的態度，同学例都彼尊敬

他.

という文にあっては「態度」に対する述語が欠落

している.

@定語で以て賓語の中心諸に代え，それによっ

て賓諒の欠落を招いている場合.例えば，

*由子他長期生活在城市盟，再加上父母的溺

愛，形成了愛虚栄、伯難背.

という文にあっては「愛虚栄、伯娘背Jを定語と

してその後に「的思想、Jが必要なのだが，そうは
なっておらず貨語の欠落という誤りを犯している.
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(1同修飾語

・漢語の文成分にあって修飾語となるのは定語と

状諾であり，時間・地点・数最・範囲・性状・材

料等の面から中心語を修飾制限するという役割を

祖う.この修飾語を上手く使いこなすことは概念

の明確化にとって非常に薫繋なことである.

-概念は内包と外延に分けることができ，この二

つは相反する関係にある.つまり，内包が増加す

れば外延は縮小するし，逆に内包が減少すれば外

延は拡大するということになる.例えば， r杯予J
は「破璃杯予Jより外延が広く， r破璃杯予Jは
「杯子Jより内包が増加している.
-中心語に対する修飾制限で注意すべき点を挙げ

ると次の通りである.

①定語，状語が表す属性等は中心諮が表す事物

と符合せねばならず，過不足があってはなら

ない.

CID修飾語と中心語の聞に矛盾があってはならな

い.例えば，

*長期以来，由子注意穂草種樹，道県的風沙

災害基本上根除了.

という文にあっては「基本上Jという修飾鰐と
「根除Jという中心語の聞に矛盾があるためこれ
は正しい文とはならない.

③中心語が表す概念の内包が明らかな場合は無

理な修飾語の付加を避けねばならない.例え

If. 

*不小心把脚上的脚駈磁破了.
¥J¥/¥/¥ 

という文にあっては「脚上Jが無理な修飾語とい

うことになる.

④修飾語内部の配列順序に注意する必要がある.

いくつかの定語ゃいくつかの状語が同時に一

つの中心語を修飾する場合，それら内部の配

列順序に絶対的回定的なものがあるわけでは

なくて具体的な論理関係で配列が決定される

のであるが，それでも一定の習慣というのが

ありこれに則ることが必要になってくる.

(i)いくつかの定語が一つの中心語を修飾する

場合.例えば，

他那岡本新出版的理論著作早日寄走了.
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という文では中心語ゾーの前に四つの定語がある

が，その配列は〔領属)(数最)(情状J(性質〕

という順になる.

(ii)いくつかの状語が一つの中心諾を修飾する

場合.例えば，

夜建築工人的半勤労動下，図書館於十月三日

在中区勝利竣工.

という文では中心語、…の前に四つの状諾がある

が，その配列は〔条件J(時間J(地点J(情状〕
という順になる.

(1司句読点符号

-句読点符号は文章への貰献度が大きく，雷わば

「戸無き英雄Jであってこれを軽視することは文
章の生命を絶つに等しい.

-句読点符号を用いることにあまり意を払わない

人がいるが，これには句読点符号を麓要視してい

ないことの外にその使用方法を把握しておらず誤

用しているといったケ}スが日

-句読点符号は;英語で「標点符号Jと雷い， i標
号」と「点号Jに分けられる.i標号Jは翻諮の

もつ特質をはっきり出すための符号であり， i51 

号Ji括号Jr審名号Jr専名号Jr破折号Jr省略
号Ji着重号Ji間隅号Jr連按号」の九つがある.
一方， r点号jは詩句を区切り構造関係や語気を
示す符号であり， i句サJr問号Ji感嘆号Jr頓号J
r返号Jr分号Jr関号Jの七つがある.
「標点符号Jの用い方は次の順口溜によって覚
えておくと便利である.

標号:

引文特殊詞，豆芽上下搬.(i J 51号〕

文中要注解，両頭各半弦.((括号〕

害報和篇名，像角銀辺沿.( ( )書名号〕

転折戒解釈，一横写後辺.(一一破折号〕

意思没説完，六点緊相連.(……省略号〕

特別着重処，字下加闘点.(・清重号〕

書名和篇名，闘点挿中間.(・間隔号〕

問調成整体，詞開銀横輩.(一連接号〕

人、地、朝代名、底下繭短線.(一噂名号〕

点号:

一旬話説完，劃個小園圏.(。句号〕

疑問典発問，耳環耳下見.(?問号〕

命令興歓呼，i商水下屋櫓.(!感嘆号〕
句中要停頓，立芽後辺添.(，返号〕

並列詞諮問，点上瓜子点.(、頓号〕

並列句子問，国点豆芽塾.(;分号〕

総括提示時，両点黒闘点.(:胃号〕

「標点符号」を記す位置は次の順口溜によって

覚えておくと便利である.

旬、迫、問、嘆、分、頓、閤，一律不殺行頭標.

括号、引号、書名号，

「前半」不在行尾持，

「後半」不往行頭胸.

破折、連接、専名興省略，

最伯割断半中腰.

有焼問調非問句，

後面不可用問号.

引語中挿「某某説J，

r説J後用返不用開，
r某某説j後是転述，
「説J後也不用冒号.
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